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られるが，定盤面をエッチして電子顯微鏡窟貫をとつて

もその様子は見られなかつtc．

　　　第工3圓　鋳鐵ラップ定盤表面の電子顯微
　　　　眞篇鏡　　　　　　　　．　　　　　　　　　×6・500

　鋳鐵面の電子廻折像は荒い仕上では黒錯とα鐵の廻折

環の混じ起ものであり，仕上が細かくなるとa鐵のみに

よる廻折環を與える．またラヅピソグによつてr・FePa

の廻折環をまじえてきて，ついにはハU－“：なる．乾式

ラッピVグの際は黒錯の配列，パラフィソの配列を示す

糠が得られることはチでに儲されてu・るが，（8題者に

その他にr・FegO3の豫を得たので附言する．

　あ　と　が　き

　この實験は目下績行中であi）　J非常にまとまりのない

も．のになつtcが，ラッピソグという作業が非常に複雑で

研究す・．こきことが多く，電子顯微鏡および電子廻折髪置

が有力な武器となることがわかつていただけれ1ま幸であ

る．

　この研究は東大生産技術研究所で行つたもので，研究

費の一部は文部省科學研究費によつたものであり，いろ

いろ御忠言をいただいた大越．数授，河村教授に厚く御禮

申上げると共に賓瞼に協力してくれた萩生田善明君，電
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　　窒中にある物匿がある速度以上で水巾に突入しょう

　とするとき，物鰹はlki　l衝撃をうける．この現象は飛

　行艇等の蒲水時の強度，波浪rl■における般農の彊度，

　あるいは一般に水面に落下する物農の強度などに大き

　な影響をおよぼすので，從來理論的にも實験的にも相

　當の研究が進められている．そめ巾でも襖型のものは

　理論と良く一致するがp尋板の揚合は買測値を十分設

　明できる理謡は見當らない．

　　著者等は落下衝撃試瞼機を薪たに試作し，水晶塵力

　計および電磁オッシログラフを用いて5種類の大きさ．

　ρ圓板が水面に落下した場合の加速度を計測し，それ
、

　．より衝撃力を求めた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　離麿iと中心線のなす角をθとす

るとき（第1圓），eく7ぴすなわ

ち飛行艇などの揚合は落下する物

麗は剛観とし，流髄の運動を考え

ればよく，衝撃力は落下速度レ匿の

rp’h，，したがつて落下高さHに

比例する．

θ

第1図

　一方物髄の弾性を考え，水面についた瞬問に一定の

附加質量がっくと考えると衝撃力はVHに比例す
る．聾性膿が剛鐙の麻に落下した揚合も》Hに比例

する　．

　亭板（0＝90°）が水面に落下した揚合はπに比例す

る流憧的衝學力と4万に比例する弾性的衝撃力の和

で表せると假定し，實測値から次の實瞼式を得た．

ただし

α：鰍元鰍゜7

P－一・ノ2留弊窃＋β・gFH

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノPrnaX：最大衝撃力　　　　9ゴ五力の加速度

　　　　　　　　昌却6
H：落下高さ　　　n

々：物畳豊のノぐネ欝数～／、S

β：無次元係数18．

M：物瞭の質量

ρ：流艘の密度

m：附加質量

F；4二板のi貞瀬’

tt．．・

、第2図

沼下葛ご

　落下高さと全衝撃力の隔係は第2圖に示した通りで

弾性的衝撃力（第一項）は全衝撃力の60～80％程度

である．126・1Q・5受）
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